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太陽と緑豊かな住みたくなる町

●平成15年統一地方選挙結果……………………２

●わたしたちの町の議員です…………………4～5
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主な内容

　山国川河川敷で5月19日、毎年恒例の「よしとみワッショイ

春まつり」（吉富町商工会主催・吉富町後援）が、開催されました。

　春まつりは、午前10時から子供バンドやバトン、餅まきでオ

ープニング。バラエティー豊かな催しが、特設ステージや会場

内で行われ、多くの人出でにぎわった楽しい一日でした。

（関連記事は15ページ）

▲オープニングの子供バンドの演奏▲オープニングの子供バンドの演奏
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県
知
事
選
挙
は
、
四
月
十
三
日
に

即
日
開
票
の
結
果
、
現
職
の
麻
生
渡

氏
（
六
十
三
歳
）
が
、
再
選
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
県
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、
今
選

挙
か
ら
豊
前
選
挙
区
と
築
上
郡
選
挙

区
が
一
本
化
さ
れ
、
豊
前
・
築
上
郡

選
挙
区
に
な
り
、
今
回
の
選
挙
は
無

　
四
月
二
十
七
日
、
吉
富
町
長
選
挙
・

吉
富
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ

れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
吉
富
町
長

に
は
現
職
の
中
家
一
氏
（
七
十
歳
）

が
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
町
長
選
挙
・
町
議
選
挙
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　投
票
で
し
た
。

　
吉
富
町
で
の
県
知
事
選
挙
の
投
票

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

《
県
知
事
選
挙
結
果
》

《
町
長
選
挙
結
果
》

中 
 

家
　
　 

 

２
、
５
２
７
票

当
選
人

山 
 

本
　
眞 

 

２
、
５
１
６
票

中
家
　
一
氏
が
再
選

吉

富

町

長

選

挙

吉

富

町

長

選

挙

吉

富

町

長

選

挙

福

岡

県

知

事

・

議

員

選

挙

県
知
事
　
麻
生
　
　
渡
氏

県
議
員
　
後
藤
　
元
秀
氏

が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

麻
　
生
　
　
渡

２
、
０
５
７
票

今
　
里
　
　
滋

９
５
５
票

今
冨 

寿
一
郎

当
選
人

６
０
８
票

花
畑 

　
　
明

当
選
人

５
３
１
票

別
府
　 

忠
幸

当
選
人

５
０
１
票

山
本
　 

勝
紀

当
選
人

４
７
４
票

岸
本 

加
代
子

当
選
人

４
７
３
票

今
津
　 

時
長

当
選
人

４
３
５
票

是
石
　 

利
彦

当
選
人

３
５
０
票

向
野
　 

恒
昭

当
選
人

３
４
７
票

丸
谷
　 

一
秋

当
選
人

３
１
７
票

藤
家
　 

清
見

当
選
人

３
１
６
票

土
屋
　 

豊
一

当
選
人

２
８
０
票

矢
岡
　
　 

匡

当
選
人

１
７
１
票

向
野
　 

忠
義

１
３
２
票

東
谷
　 

正
和

７
７
票

《吉富町議会議員選挙結果》

（
按
分
票
端
数
切
捨
て
）

▲再選した中家一氏
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向
暑
の
候
と
な
り
ま
し
た
。
ま
す

ま
す
御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
こ
と
、
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り

五
期
目
の
町
政
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
責
任
の
重
さ
を

痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
意
を
新

た
に
町
勢
発
展
の
た
め
努
力
い
た
す

覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
町
村
を
め
ぐ
る
問
題
は
多
く
、

か
つ
厳
し
い
も
の
ば
か
り
で
ご
ざ
い

ま
す
。
十
七
年
三
月
を
法
定
期
限
と

さ
れ
て
い
ま
す
合
併
問
題
、
地
方
分

権
そ
し
て
税
財
源
問
題
等
、
い
わ
ゆ

る
平
成
の
大
改
革
と
い
わ
れ
る
大
き

な
課
題
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
社
会
が
さ
ら

に
進
み
、
経
済
社
会
の
変
貌
、
環
境

問
題
、
生
活
圏
の
拡
大
、
価
値
観
の

変
化
等
々
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
基
礎
的
自
治
体
と
い
う
言
葉
が
使

わ
れ
、
三
位
一
体
の
改
革
を
進
め
よ

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
詳
細
は
略

し
ま
す
が
、
本
町
の
場
合
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
そ
の

意
向
に
沿
っ
た
合
併
問
題
を
慎
重
に

か
つ
す
み
や
か
に
進
め
て
行
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
諸
事
業
は
順
調
に
進

み
、
さ
ら
な
る
前
進
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　
終
わ
り
に
皆
々
様
の
ご
多
幸
を
祈

念
し
、
平
素
の
ご
無
音
を
謝
し
、
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

初
登
庁
で
職
員
か
ら
花
束
を
受
け
取
る

中
家
町
長
（
５
月
１
日
）

▲

町
長
就
任
に
あ
た
っ
て

町
民
の
皆
様
に
ご
挨
拶

吉
富
町
長

中
　
家
　
　
一

　７月は同和問題啓発強調月間です。

　吉富町においても、同和問題をはじめとする様々な人権

問題に係る啓発の推進をはかるため、西日本新聞社の馬場

周一郎さんに「いま人権を考える」についてご講演をお願い

しています。

　多くの皆様のご来場をお待ちしています。

１　日　時　平成15年７月２日（水）午後１時30分～

２　場　所　吉富フォーユー会館２階研修室1.2

３　演　題　いま人権を考える

　　　　　　～新聞記者として

４　講　師　馬場周一郎さん

　　　　　　西日本新聞社編集局地域報道センター部長

５　入場料　無料

６　主　催　吉富町　吉富町教育委員会

人権・同和講演会のお知らせ

　特設会場などに人を集め、無料または

ただ同然で食料品や日用品を配るなどし

て、一種の催眠状態を作り出し、最後に

高額なふとんや、電気治療器具、健康

食品などを買わせる商法です。

　○無料などの勧誘に乗らない。

　○会場に出向かない。

　○必要なければはっきり断る。

　契約日を含めて８日以内であれば

クーリング・オフ制度により無条件

で契約を解除できます。また、期間を

過ぎていても、あきらめらずに早め

に下記まで御相談ください。

福岡県消費生活センター

092-632-0999
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吉
富
町
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

此
度
あ
た
た
か
い
御
支
援
を
頂
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
合
併
の
実
現
！
そ
し
て

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
！
元

気
を
出
し
て
一
生
懸
命
や
り
ま
す
の

で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
蔭
を
持
ち
ま
し
て
当
選
を
さ
せ

て
頂
き
改
め
て
皆
様
の
御
支
援
に
深

く
感
謝
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
吉
富
町
、
責
任
世
代
の
一

人
と
し
て
皆
様
の
御
期
待
に
副
う
べ

く
議
員
本
来
の
目
的
に
向
っ
て
力
一

杯
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
御
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
度
の
町
議
選
に
あ
た
り
多
大

な
ご
支
援
を
頂
き
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
新
人
議
員
と
し
て
皆
様

方
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
吉
富
町
を
目
指
し
て

努
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後

と
も
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
の
暖
か
い
御
支
援
の
お
か

げ
に
よ
り
、
初
当
選
さ
せ
て
頂
き
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
の

将
来
に
係
わ
る
合
併
問
題
に
つ
い
て

は
、
住
み
た
い
と
思
う
町
づ
く
り
を

目
指
し
、
町
民
の
声
を
尊
重
し
末
代

ま
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
様
、
誠
心

誠
意
全
力
で
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
の
度
の
町
議
選
に
あ
た
り
、
暖

か
い
ご
支
援
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
一
期
四
年
間
の
経
験
を
生
か

し
て
、
吉
富
町
の
更
な
る
発
展
と
地

域
の
活
性
化
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

吉
富
町
を
め
ざ
し
て
一
生
懸
命
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
共

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
こ
の
度
の
町
議
選
に
あ
た
り
、
多

大
な
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
素
直
な
心
、
や
さ
し
い
心
を
持
っ

て
、
町
民
皆
様
と
共
に
住
み
や
す
い

町
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
努
力
致

し
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

矢
岡
　
匡

（41）

当
１

無所属　美容業
　　　　　　　昭和

花
畑
　
明

（47）

当
１

無所属　会社役員
　　　　　小犬丸下

丸
谷
　
一
秋

（58）

当
１

無所属　会社員
　　　　　小犬丸上

今
津
　
時
長

（66）

当
１

無所属　漁業
　　　　　喜連島下

土
屋
　
豊
一

（55）

当
２

無所属　会社員
　　　　　　　土屋

今
冨
　
壽
一
郎

（50）

当
３

無所属　農協職員
　　　　　　幸子上

町の議員です町の議員です
※議席番号順に掲載、年齢は届出時の満年齢
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あ
た
た
か
な
ご
支
援
を
得
て
、
三

期
目
の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
」
そ
れ
が
、
み
な
さ
ん
の
願
い
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
切
実
な
要
求
の
実
現
に
向
け
、
粘

り
づ
よ
く
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
町
議
選
で
は
、
皆
様
の

あ
た
た
か
い
御
支
援
に
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
前
期
同
様
、
住
環

境
の
整
備
、
第
一
次
産
業
振
興
の
た

め
の
生
活
基
盤
の
確
立
等
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
町
議
選
に
あ
た
り
、
温

か
い
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
合
併
問
題
を
目
前
に

し
て
取
組
む
事
項
が
山
積
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
大

切
に
活
力
あ
る
豊
か
な
住
み
良
い
町

づ
く
り
実
現
に
向
け
頑
張
り
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
暖
か
い
ご
支
持
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
地
方
分
権
が
叫
ば
れ
て

い
る
今
、
吉
富
町
が
時
代
に
取
り
残

さ
れ
な
い
為
に
、
住
民
の
皆
様
方
と

真
剣
に
考
え
議
論
し
「
活
気
に
満
ち

た
魅
力
あ
る
町
の
実
現
」
が
、
私
の

責
務
と
自
覚
し
、
こ
れ
か
ら
の
議
員

活
動
に
精
進
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
度
の
町
議
選
で
は
、
多
大
な

ご
支
援
ご
支
持
を
頂
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
住
民
全
体

の
代
表
者
で
あ
る
こ
と
に
徹
し
、
自

己
の
良
心
と
信
念
に
基
づ
き
、
「
安

心
と
元
気
の
で
る
吉
富
町
」
実
現
に

努
力
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指
導

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
度
の
町
議
選
で
は
、
皆
様
方

の
温
か
い
ご
支
援
を
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は
初

心
に
戻
り
豊
か
で
住
み
た
く
な
る
町

づ
く
り
の
構
築
を
目
指
し
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
皆
様
方
の
お
役
に
立

つ
よ
う
粉
骨
砕
身
努
力
致
し
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

岸
本
　
加
代
子

（53）

当
３

日本共産党　保育士
　　　　　　幸子古

別
府
　
忠
幸

（52）

当
４

無所属　漁業
　　　　　　　高浜

山
本
　
勝
紀

（61）

当
４

無所属　会社役員
　　　　　　　別府

向
野
　
恒
昭

（70）

当
４

無所属　自営業
　　　　　　幸子古

是
石
　
利
彦

（51）

当
３

無所属　会社員
　　　　　　和井田

藤
家
　
清
見

（67）

当
４

無所属　農業
　　　　　小犬丸下

わたしたちのわたしたちの
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改
選
後
の
初
議
会
が
五
月
十
四
日

に
開
か
れ
、
町
議
会
の
構
成
等
を
議

決
し
ま
し
た
。

　
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬

称
略
）

　
議
長
　
　
藤
家
　
清
見

　
副
議
長
　
是
石
　
利
彦

〔
総
務
文
教
常
任
委
員
会
〕

　
委
員
長
　
　
今
冨
　
寿
一
郎

　
副
委
員
長
　
花
畑
　
　
明

　
委
　
員
　
　
向
野
　
恒
昭

　
委
　
員
　
　
岸
本
　
加
代
子

　
委
　
員
　
　
矢
岡
　
　
匡

　
委
　
員
　
　
藤
家
　
清
見

〔
福
祉
産
業
建
設
常
任
委
員
会
〕

　
委
員
長
　
　
土
屋
　
豊
一

　
副
委
員
長
　
今
津
　
時
長

　
委
　
員
　
　
山
本
　
勝
紀

　
委
　
員
　
　
別
府
　
忠
幸

　
委
　
員
　
　
丸
谷
　
一
秋

　
委
　
員
　
　
是
石
　
利
彦

〔
議
会
運
営
委
員
会
〕

　
委
員
長
　
　
山
本
　
勝
紀

　
副
委
員
長
　
別
府
　
忠
幸

　
委
　
員
　
　
今
冨
　
寿
一
郎

　
委
　
員
　
　
土
屋
　
豊
一

　
委
　
員
　
　
是
石
　
利
彦

〔
吉
富
町
外
一
市
中
学
校
組
合
議
員
〕

　
藤
家
　
清
見
　
　
是
石
　
利
彦

　
今
冨
　
寿
一
郎
　
丸
谷
　
一
秋

　
花
畑
　
　
明

〔
吉
富
町
外
二
ヶ
村
環
境
衛
生
事
務
組

合
議
員
〕

　
藤
家
　
清
見
　
　
是
石
　
利
彦

　
今
冨
　
寿
一
郎

〔
豊
前
市
外
一
町
二
村
清
掃
施
設
組
合

議
員
〕

　
藤
家
　
清
見
　
　
是
石
　
利
彦

　
別
府
　
忠
幸
　
　
今
津
　
時
長

　
六
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第
二

期
分
と
町
県
民
税
第
一
期
分
の
納
期

で
す
。

　
町
税
は
、
納
期
限
内
に
納
め
ま
し

ょ
う
。

　
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞
金
も

生
じ
て
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

〔
京
築
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
員
〕

　
藤
家
　
清
見

〔
豊
前
市
外
一
町
二
村
財
産
組
合
議
員
〕

　
是
石
　
利
彦

〔
京
築
地
区
水
道
企
業
団
議
員
〕

　
是
石
　
利
彦

※
監
査
委
員
の
選
任

　
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
監
査

委
員
に
、
吉
富
町
大
字
幸
子
一
番
地

一
に
在
住
の
向
野
恒
昭
議
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

さ
い
。

　
な
お
、
町
税
は
口
座
振
替
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

な
く
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

　
ゼ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
専
決
処
分
の
承
認
》

※
吉
富
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
　
　
　
　
　
（
承
認
）

※
吉
富
町
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
　
（
承
認
）

※
吉
富
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
　
　
（
承
認
）

※
平
成
十
四
年
度
吉
富
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
専
決
一
号
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
九
千
五
百

四
十
五
万
七
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
二
十
九
億
五
千

百
二
十
八
万
七
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
承
認
）

　
　
　
　
　
　
吉
富
町
議
会
事
務
局

人
　
事
　
案
　
件

そ

の

他

の

議

案

六
月
は
国
民
健
康
保
険
税

町
県
民
税
の
納
期
で
す

▲第2回臨時町議会のようす

第
二
回
臨
時
町
議
会
報
告

第
二
回
臨
時
町
議
会
報
告

第
二
回
臨
時
町
議
会
報
告

新
し
い
議
会
構
成
決
ま
る
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児童手当制度のお知らせ児童手当制度のお知らせ
　児童手当は、児童を養育している人に手当を支給する

ことにより、家庭における生活の安定と、次代の社会を

担う児童の健全な育成及び資質の向上を目的としています。

○支給の対象

　児童手当は、義務教育就学前の児童を養育している人

に支給されます。

　ただし、前年（１月から５月までの月分の手当につい

ては前々年）の所得が一定額以上の場合には、所得制限

により児童手当は支給されません。

◆特例給付

　所得制限により児童手当を受けられないサラリーマン（厚

生年金などに加入している人）については、その人の前

年（１月から５月までの月分については前々年）の所得

が一定額未満の場合に限って、特例給付（児童手当と同額）

が支給されます。

◎認定請求に必要な添付書類等

◆年金加入者証明書（用紙は役場健康福祉課にあります）

　請求者が被用者（サラリーマン等）である場合に提出

（国民年金加入者はいりません）。

◆児童手当用所得証明書（前住所地の市区町村でもらっ

　てください）

　・提出が必要な人

　　吉富町に平成15年１月１日に住所がなかった人

　（１月から５月までの月分の、手当の認定請求の場合

　　は前年の１月１日に住所がなかった人）。

　・証明する年

　　認定請求日の前年分（１月から５月までは前々年分）。

◆請求者の銀行等の口座番号など

◆この他、必要に応じて提出する書類があります。

●支給額

　第１子　　　  5,000円（月額）

　第２子　　　  5,000円（月額）

　第３子以降　10,000円（月額）

●支払時期

　児童手当等は、原則として、毎年２月、６月、10月に、

それぞれの前月分までが支払われます。

　児童手当を受けている方は、毎年６月中に「児童手当

現況届」を提出しなければなりません。

　この届は、毎年６月１日における状況を記載し、児童

手当を引き続き受ける要件があるかどうかを確認するた

めのものです。

　この届の提出がないと、６月分以降の手当が受けられ

なくなりますので、ご注意ください。

　現在、児童手当受給者には、６月９日（月）すぎに支払

通知書と年金加入証明書の用紙（国民年金加入者はいら

ない）を郵送する予定です。

◎現況届に必要な添付書類等

◆年金加入者証明書

　請求者が被用者（サラリーマン等）である場合に提出

（国民年金加入者はいりません）。

◆前住所地の市区町村長が発行する児童手当用所得証明  

　書（前住所地の市区町村でもらってください）

　吉富町に平成15年１月１日に住所がなかった場合に提出。

◆この他、必要に応じて提出する書類があります。

★受給者の方の住所が他の市区町村に変わったとき

　他の市区町村に住所が変わる場合には、吉富町での児

童手当の受給資格が消滅し、転出後の市区町村で手当て

の受給を受けるためには、新たに「児童手当認定請求書」

の提出が必要となります。

　手続きが遅れますと、受けられる月分の手当が受けら

れなくなりますのでご注意ください。

　また、転出後の市区町村での手続きに吉富町長が発行

する児童手当用所得証明書が必要となりますので、転出

の際にご準備ください（役場税務課にて発行します）

その他

　手当支給の対象となる児童が増えたときや減ったとき、

手当ての受給資格がなくなったとき、手当てを受けてい

る人や児童の住所や名前が変わったときなどは健康福祉

課の窓口に連絡してください。

◆支給開始月の特例として、転入又は災害等やむを得な

　い理由により請求ができなかった場合には、転入又は

　やむを得ない理由がやんだ後15日以内に請求すれば、

　転入等の日の属する月の翌月分から支給が開始されます。

《問い合わせ先》

吉富町役場　健康福祉課　　２４‐１１２３

児童手当の目的 いろいろな届出

児童手当のしくみ

《児童手当現況届》
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歳 入

1. 平成14年度一般会計予算の執行状況（3月末現在）

款 別 現計予算額 収 入 済 額

799,183

19,200

8,500

53,000

830,200

24,489

54,188

8,677

14,000

37,623

1,000

56,284

14,609

37,623

947

56,209

43,710

176,425

353,552

1,490

5,001

39,180

122,263

155,955

1,401

5,000

63,326

22,511

240,311

14,402

0

3,027,120 2,552,940

84.34％

219,562

63,326

212,029

町 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

地 方 消 費 税 交 付 金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

912,442 912,442地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

合　　計

収 入 率

歳 出
款 別 現計予算額 支 出 済 額

54,750

402,841

761,589

53,781

361,628

717,900

249,495

5

478,550

10,113

238,143

0

244,081

9,746

389,747

115,660

339,112

222,682

551

252,228

108,994

317,373

222,160

550

3,027,120 2,526,584

83.46％

2,025 0

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

合　　計

執 行 率

（単位：千円）

町財政事情の公表
　地方自治法第243条の3第1項及び吉富町財

政事情書の作成及び公表に関する条例に基づ

き、平成14年度下半期の財政事情を、次のと

おり公表します。

　　　　　　平成15年5月31日

　　　　　　　　吉富町長　中　家　　一

1.平成14年度一般会計予算の執行状況

2.平成14年度特別会計予算の執行状況

3.財産の状況

4.地方債及び一時借入金の状況

経済経済経済町の

（注）現計予算額には、平成13年度からの繰越明許費繰越額を含む。
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3.  財産の状況（3月末現在）

2.  平成14年度特別会計予算の執行状況
（単位：千円）

4.  地方債及び一時借入金の状況
  （単位：千円）

（1）一般会計債（3月末現在）

  　　事業別（　）は内財源対策分

土 地

建 物

基金●有価証券●出資金

町 営 住 宅 債
356,236

0

217,727

173,185

  112,370
（6,447）

  98,773
（8,597）

61,293
（1,660）

62,800

16,580

文 化 施 設 債

簡易保険
資 金

借入先別

財 務 省

水 道 施 設 債

千円

減 税 補 て ん 債

義務教育施設債

海岸漁港事業債

防 災 施 設 債

臨時財政対策債

41,302
臨時税収補てん債

厚生福祉施設債

5,722
体 育 施 設 債

0
農 業 基 盤 債

水道事業債
財務省

公営企業金融公庫

（2）水道事業債（3月末現在）

共済組合
・

農 協
・

そ の 他

316,642

463,181 320,618

142,563

192,708

482,422

470,838

1,145,988

27,589

2,837,315

公共下水道事業債

公共下水道事業特別会計：

財務省

簡易保険資金

（3）公共下水道事業債

（3）一時借入金

1,029,598

600,000千円

417,798

599,800

公営企業金融公庫 12,000

わたしたちの

（1）国民健康保険特別会計

予算現額

歳　　　入 歳　　　出

収入済額

収 入 率

予算現額

支出済額

執 行 率

（3）奨学金特別会計

予算現額 17,464

152,107 150,432

370

152,107 147,617

39,246 37,639370

17,475

100.06％

17,464

11,442

65.52％

703,551

630,049

89.55％

703,551

595,472

84.64％

歳　　　入 歳　　　出

収入済額

収 入 率

予算現額

支出済額

執 行 率

（6）水道事業会計

区 分
収 入

収益的収入

資本的収入

収益的支出

資本的支出

予算現額 執行済額
区 分

支 出

予算現額 執行済額

（2）老人保健特別会計

予算現額

歳　　　入 歳　　　出

収入済額

収 入 率

予算現額

支出済額

執 行 率

851,676

797,379

93.62％

851,676

758,291

89.04％

（4）公共下水道事業特別会計

予算現額

歳　　　入 歳　　　出

収入済額

収 入 率

予算現額

支出済額

執 行 率

1,433,326

534,864

37.32％

1,433,326

819,207

57.15％

（5）災害復旧特別資金貸付事業特別会計

予算現額

歳　　　入 歳　　　出

収入済額

収 入 率

予算現額

支出済額

執 行 率

1,441

1,440

99.93％

1,441

1,439

99.86％

（注）予算現額には、平成13年度からの繰越明許費繰越額を含む。



10

平成13年度末の吉富町普通会計の

バ ラ ン ス シ ー ト
（平成14年3月31日現在）　（単位：千円）

［資産の部］

１.有形固定資産

（１）総務費 290,106

（２）民生費 167,901

（３）衛生費 189,253

（４）労働費 0

（５）農林水産業費 3,614,068

（６）商工費 109,974

（７）土木費 2,615,852

（８）消防費 118,448

（９）教育費 2,541,460

（10）その他 17,360

　　計 9,664,422

（うち土地 1,287,669）

　 有形固定資産合計

２.投資等

9,664,422

（１）投資及び出資金 255,687

（２）貸付金 108,263

（３）基金

　① 特定目的基金 1,094,822

　② 土地開発基金 91,302

　③ 定額運用基金 56,306

基金計 1,242,430

投資等合計 1,606,380

（１）現金・預金

　① 財政調整基金 729,099

　② 減債基金 554,042

　③ 歳計現金 103,956

現金・預金計 1,387,097

1,425,170

12,695,972

３.流動資産

資　産　合　計

※債務負担行為に係る補償等

（２）未収金

　① 地方税 27,430

　② その他 10,643

未収金計 38,073

流動資産合計

［負債の部］

［正味資産の部］

１.固定負債

（１）地方債 1,145,987

（２）債務負担行為

　① 物件の購入等 69,947

　② 債務保証又は損失補償 0

債務負担行為計 69,947

（３）退職給与引当金 346,136

　 固定負債合 1,562,070

２.流動負債

（１）翌年度償還予定額 175,081

（２）翌年度繰上充用金 0

流動負債合計 175,081

負　債　合　計 1,737,151

　

１. 国庫支出金 2,354,399

２.

12,695,972

�

負 債・ 正 味 資 産 合計

都道府県支出金 1,185,974

３. 一般財源等 7,418,448

10,958,821正　味　資　産　合　計

借　　　　　　方 貸　　　　　　方

　① 物件の購入等に係るもの 0千円

　② 債務保証及び損失補償に係るもの 8,855千円

　③ 利子補給等に係るもの 0千円
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本
町
は
平
成
九
年
度
よ
り
公
共
下

水
道
事
業
に
着
手
し
て
お
り
、
現
在

汚
水
管
渠
の
布
設
や
重
要
施
設
で
あ

る
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
と
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

ん
で
い
ま
す
。

　
で
は
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。

①
水
路
や
川
や
海
の
水
が
よ
み
が
え

り
ま
す
。
（
公
共
用
水
域
の
水
質
保

全
）

　
各
家
庭
か
ら
の
生
活
雑
排
水
が
、

直
接
流
れ
込
む
こ
と
が
な
く
な
る
の

で
、
水
路
や
川
や
海
の
水
は
、
き
れ

い
に
な
り
ま
す
。

②
清
潔
で
住
み
よ
い
環
境
の
町
に
な

り
ま
す
。
（
生
活
環
境
の
改
善
）

　
い
や
な
臭
い
の
す
る
ド
ブ
や
水
溜

り
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
、
蚊
や
ハ

エ
等
の
害
虫
の
発
生
を
防
ぎ
、
快
適

で
衛
生
的
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

③
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
（
ト
イ
レ
の
水
洗
化
）

　
汲
み
取
り
式
便
所
に
つ
き
も
の
の

臭
い
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な

り
、
さ
ら
に
汲
み
取
り
に
関
し
て
の

わ
ず
ら
わ
し
さ
や
心
配
か
ら
も
解
放

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に

④
大
雨
が
降
っ
て
も
浸
水
の
心
配
が

あ
り
ま
せ
ん
。
（
浸
水
の
防
除
）

と
い
う
役
割
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在

の
大
部
分
の
下
水
道
は
分
流
式
と
い

っ
て
、
汚
水
は
汚
水
管
に
集
め
て
処

理
場
へ
、
雨
水
は
雨
水
管
に
集
め
て

河
川
等
の
放
流
口
へ
運
ん
で
い
く
方

式
で
あ
る
た
め
、
④
に
つ
い
て
は
、

雨
水
管
の
整
備
も
お
こ
な
っ
た
場
合

に
限
ら
れ
ま
す
。

　
本
来
は
汚
水
管
と
雨
水
管
の
両
方

を
整
備
す
れ
ば
一
番
よ
い
わ
け
で
す

が
、
汚
水
管
の
整
備
だ
け
で
も
莫
大

な
建
設
費
が
か
か
る
た
め
本
町
で
は

汚
水
管
の
み
の
整
備
を
推
進
し
て
お

り
、
雨
水
に
つ
い
て
は
今
ま
で
ど
お

り
既
存
の
側
溝
や
水
路
な
ど
に
流
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
以
上
が
、
下
水
道
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
な

の
で
す
。
私
た
ち
は
一
日
で
も
早
く

下
水
道
の
恩
恵
を
享
受
す
る
た
め
に

も
、
下
水
道
の
整
備
を
急
が
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

き
ょ

さ
わ
や
か
な
く
ら
し
を
あ
な
た
に

下
水
道
だ
よ
り

下
水
道
だ
よ
り

平成15年３月　各家庭に配布しました吉富町指定給水装置

工事事業者一覧表の電話番号に誤りがありましたので、お

わびし下記のとおり訂正いたします。

記

㈲麻野鉄工建設興業『（22）5581』を『（24）5581』に訂正いたし

ます。

上下水道課

おわびと訂正

　先の大戦で戦地等に派遣され戦時衛生勤務に

服した「旧日本赤十字社救護看護婦」、「旧陸

海軍従軍看護婦」の方々（慰労給付金受給者を

除く）に対して、その御苦労に報いるため内閣

総理大臣名の書状を贈呈しております。

　請求期限は平成17年３月31日までです。

＊問合せ先

　〒100-8926　東京都千代田区霞が関2-1-2

　　総務省大臣官房管理室　業務担当

　　　電話　03-5253-5182（直通）

　　　FAX　 03-5253-5190　

内閣総理大臣名の
書状を贈呈します 水

道
週

間

水
道
週

間

水
道
週

間

第45回６
月
１
日
～
７
日

届
け
ま
す

未
来
に
安
心

水
道
水
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国民年金のお知らせ
国民年金受給者の皆様へ国民年金受給者の皆様へ国民年金受給者の皆様へ

「物価スライド」の特例により年金額は0.9％減額されます。

○公的年金は、年金の実質的な価値が変わらないようにするために、物価の変動に合わせて年

金額も変動する「物価スライド制」を取り入れています。

　全国消費者物価指数は平成11年度以降下落している中、年金額は据え置かれていましたが、

現役世代の賃金も低下傾向にあり、公平性の観点からも平成15年度は年金額の減額改定を行

うことになりました。

○現役世代との均衡を考慮し、また高齢者の生活にも配慮し、本来であれば平成11年から平成

14年までの物価指数の下落分（マイナス2.6％）を改定するところ、平成14年の全国消費者

物価指数の下落分（マイナス0.9％）だけの改定を行うこととなりました。

○公的年金制度は、年金を受給する高齢者と保険料を負担する現役世代の世代間扶養によって

成り立っていることから、今回の減額改定は、公的年金制度を安定的に運営する上で必要最

低限の措置であることをご理解願います。

物価スライド &Q A

Q

A

物価スライドが行われるのは
いつからですか。
　物価スライドが行われるのは、平成15年４月分の
給付からです。４月及び５月分の年金の定期支払期
にあたる６月に支払われる年金から適用になります。

Q

A

自分の受給する年金額は
どのくらいに
なるのでしょうか。
　老齢基礎年金に関しては平成14
年度までは80万4200円（満額受給）
でしたが、今回の物価スライドの適
用後、15年度の年金額は79万7000円
（満額受給）となります。なお、老齢
厚生年金等、過去の収入等の実績に
基づき支給されるものについては、
おおむね、ご自身の受給している年
金額に乗率0.991を乗じた額となり
ます。

Q

A

物価スライドが
行われた後の年金額に関する通知は
送付されるのですか。
　物価スライド改定の通知につきましては、毎年１
回送付することとしている年金振込通知書に合わ
せて、年金額改定通知書を６月上旬までに社会保険
業務センターから受給権者宛に順次発送すること
としています。

社会保険庁・小倉南社会保険事務所
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国民年金保険料免除（全額・半額）の
申請受付を開始します。

国民年金保険料免除（全額・半額）の
申請受付を開始します。

新年度（平成15年7月～平成16年6月）までの

経済的理由や離職等により保険料のお支払いが困難な方は、保険料の免除制度をご利用くださ
い。保険料を未納のままにしておきますと、将来年金が受けられない場合があります。

〔全額免除〕
　　保険料全額（月：13,300円）を免除する制度です。

〔半額免除〕
　　保険料半額（月：6,650円）を免除する制度です。
　　保険料を全額納めることは困難でも半額なら納めることができる方。
　　（半額免除の承認を受けた方でも、残り半額分の保険料を納めないと未納期間になってし
　　　まいますのでご注意ください。）

全額・半額免除の判定基準
　　・本人と配偶者および世帯主の平成14年中の所得が基準となります。（全額免除・半額　
　　免除の別や世帯の構成人数等により所得制限額は異なります）
　　・災害・失業・倒産などを理由とするときは特例措置があります。
　　　　　　特例措置認定を受けるためには雇用保険受給資格者証や離職票などの
　　　　　「公的機関の証明」が必要です。

手続きに必要なもの
　　年金手帳と印鑑（本人が署名する場合は不要）
　　特例措置認定の場合は「公的機関の証明」
　　手続き・ご相談は　役場住民課（　24－1124）まで

こんなに違う!!免除と未納

住　民　課

老齢基礎年金を受
けるための資格期
間には

受け取る老齢基礎
年金額は

障害基礎年金や遺
族基礎年金を受け
るときは

後から保険料を納
めることは

受給資格期間に入りま
す

免除期間は年金額に3
分の1が反映されます

保険料を納めた時と同
じ扱いです

10年以内なら納めるこ
とができます

保険料の半額を納める
と受給資格期間に入り
ます

半額の保険料を納める
と年金額に3分の2が反
映されます

保険料の半額を納める
と全額納めた時と同じ
扱いです

10年以内なら納めるこ
とができます

受給資格期間に入りま
せん

年金額に反映しません

年金を受けられない場
合もあります

2年を過ぎると納める
ことができません

全　額　免　除 半　額　免　除 未　　　　納
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去
る
四
月
一
日
、
山
国
川
の
管
理

と
耶
馬
渓
ダ
ム
及
び
平
成
大
堰
の
操

作
・
管
理
を
目
的
と
し
た
国
土
交
通

省
山
国
川
河
川
事
務
所
が
、
中
津
市

高
瀬
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、
こ
れ
ま
で
山

国
川
の
管
理
に
関
し
て
河
川
の
管
理

を
大
分
工
事
事
務
所
（
大
分
市
）
、

ダ
ム
と
堰
の
管
理
を
山
国
川
ダ
ム
・

堰
統
合
管
理
事
務
所
（
中
津
市
）
で

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
新
事
務
所
の

発
足
で
山
国
川
の
管
理
体
制
が
統
合

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
地
域
に

密
着
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
国
土
交
通
省
が
管
理
す
る

山
国
川
の
区
域
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
山
国
川
河
川
事
務
所

　
　
０
９
７
９
・
２
４
・
０
５
７
１

　
吉
富
町
消
防
団
の
正
路
久
四
郎
団

長
が
、
平
成
　
年
５
月
　
日
で
任
期

満
了
に
な
り
、
消
防
団
を
退
団
さ
れ

ま
し
た
。
正
路
団
長
は
消
防
団
員
と

し
て
五
十
七
年
間
、
そ
の
内
、
団
長

と
し
て
八
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、

地
域
住
民
の
生
命
財
産
の
保
全
に
尽

力
さ
れ
、
消
防
団
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
正
路
団
長
が
退
団
し
た
こ

と
に
よ
り
、
消
防
団
の
役
員
改
選
が

行
わ
れ
、
新
し
く
次
の
方
々
に
決
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
消
防
団
長
】

　
和
才
　
政
憲
　
（
前
副
団
長
）

【
消
防
団
副
団
長
】

　
是
石
　
利
彦
　
（
前
第
２
分
団
長
）

【
消
防
団
第
２
分
団
長
】

　
横
川
　
清
一
　
（
前
第
２
分
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
分
団
長
）

配
水
管
拡
張
工
事
（
吉
富
漁
港
内
）

　
工
事
金
額
　
　
三
百
五
十
七
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
高
瀬
設
備
工
業

15

24

工
事
入
札

結
果
報
告

消
防
団
の
役
員
改
選
の
お
知
ら
せ

わがまち・ふるさと
トピックス

▲事務所の看板を掲げる松岡事務所長（左）

国土交通省山国川河川事務所が発足

山国川を
地元で
管理!

　吉富町大字直江155番1の高原勝代様から、吉富町に現金50万円が寄

附されました。

　吉富町の文化振興のため奨学金の基金として活用させていただきま

す。

　ご寄附大変ありがとうございました。

寄附ありがとうございました。

吉
富
町
消
防
団
長
　
和
才
　
政
憲

▼

吉
富
町
消
防
団
副
団
長
　
是
石
　
利
彦

▼
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６
月
の
読
み
聞
か
せ
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

●
場
所
　
吉
富
小
学
校

　
　
　
　
多
目
的
教
室
の
二
階

●
時
間
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

◇
６
月
　
日
　
　
「
歯
が
ぬ
け
た
」

　
「
て
が
み
を
く
だ
さ
い
」
「
み
ん

　
な
と
ち
が
っ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
」

◇
６
月
　
日
　
　
「
ち
い
さ
な
き
い

　
ろ
い
か
さ
」
「
た
な
ば
た
も
の
が

　
た
り
」
「
ね
え
ど
れ
が
い
い
？
」

10
13

10

13

40

（火）

24

（火）

ま
ほ
う
の
か
ば
ん

か
ら
の
お
知
ら
せ

　現在教育委員会では小学生を対象に、ス

ポーツや文化を中心とした20種目からなる

教室を、地域住民を指導者として迎え開設

しております。この「吉富キッズクラブ」

事業をお手伝いしてくれる中学生を募集し

ます。業務内容は、指導者の補助と子ども

たちの世話です。応募を希望される方は、

下記までご連絡ください。

　吉富町教育委員会

　地域活動指導員　中家　立雄

　　　　　　　　　　　　２２‐１９４４

中学生ボランティアを
募集します　！

餅
ま
き
の
様
子

▲

▲懐かしいチンドン屋も登場!

▲なかなか難しい!うなぎのつかみ取り ▲かわいいバトンを披露

毎
年
大
人
気
の

お
に
ぎ
り
の
無
料
配
布

▲

テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た

渡
来
人
’
Ｓ
の
漫
才
！

グ
ッ
ド
マ
ン
さ
ん
の
熱
演

▲

ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
の
名
曲
を
日
本
語
で

歌
う
「
王
様
」
の
ス
テ
ー
ジ

▲

よ
し
と
み

ワ
ッ
シ
ョ
イ

ワ
ッ
シ
ョ
イ

ワ
ッ
シ
ョ
イ

春
ま
つ
り
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国際交流員　グッドマン三世
1.6.2003

COMMUNIQUE  INTERNATIONAL

アメリカ社会における携帯電話

´

　吉富町の皆さん、こんにちは。お元気でしょうか？５月に梅雨がいつもより早くやってきたように、

雨が続きましたが、最近は暑くて、けっこう夏らしい天気になりました。

　さて、５月号のよしとみ広報に私の故郷であるオクラホマ州の観光や歴史のことについて書きまし

たが、今月のテーマは近代生活に必要とされている携帯電話（以下は「携帯」と呼ぶ）のことについ

て、アメリカと日本の「Cell Phone（けいたいでんわ）」を比較して、携帯に関して期待しているこ

とを述べさせていただきます。

　まず、言っておきたいことがあります。日本における携帯利用者の数は人口の７割で、アメリカの

利用者の数はたったの５割ですが、携帯アプリケーションの多様性や技術が高まることによって、携

帯が今まで以上に日常生活に必要となり、利用者の増加がはっきりとみえると思います。しかし、ア

メリカの携帯と日本の携帯を比べると、それぞれのマーケットの違いが分かります。たとえば、日本

の携帯でメール、e-mail、写メール、ムービー写メール、Javaアプリケーションなどの他に、CDを録

音しmp3として再生することやMPEG4対応機だったらムービー写メールを一般のコンピューターと交換

することができますね。

　一方、アメリカ社会における携帯はどうでしょう？まずは、アメリカの大きさを考えてください。

日本はカリフォルニア州とほぼ同じぐらいでしょ。そのせいで、自分のサービス・エリア、たとえば

オクラホマ州を離れると、電波が届かないか自分の携帯電話会社以外の電波を使う場合が多いです。

他の会社の電波を利用したら（「ローミング」といい）、別料金がかかります。たとえば、J-

phone/Vodafoneが吉富町を、NTT Dokomoが福岡市を管理します。J-phoneの利用者が福岡市に行くと、

携帯が自動的にDokomoの電波を使うことと同じことです。

　さらに、見た目も違います。大きくて重たくて日産Cubeみたいな携帯が非常に多くて、ゲーム、カ

ラー画面、16和音のリング・トン(着メロ)、インターネットなどはまだまだ贅沢だと思います。ちな

みにムービー写メールやmp3などのなくてはならないオプションは取合えず無理です。コンピューター

で送ったe-mailやデジカメで撮った写真を交換するアメリカ人は多いから携帯を使ってメール交換は

不必要と思う人も多いようですが、実は殆どのアメリカ人は日本と同じような、また海外でも使える

レベルの高い携帯を欲しがっていると思います。2003年のセールスから見ると、学生から社会人まで

の広い範囲の携帯電話利用者によって3G携帯電話の販売の増加が明らかになりました。携帯電話会社

の国際化を期待している人も多いようです。日本では国内でしか使えない無線通信方式、PDCがスタン

ダードで国際化はまだまだみたいですが、アメリカでは国外でも使えるGSMが最近流行となりました。

3G携帯電話ならW-CMDAなどの国際標準化された無線通信方式を利用し

ています。データーの受信速度も早いです。

　さて、今の最新機はテレビやビデオのリモコンとして使うことがで

きるでしょう。Jphone/Vodafoneの最新機だったら携帯同士でラジオ波

を使って無料でデーター交換ができます。でも、将来の携帯はもっと

素晴らしいことができるでしょう。たとえば、IrDa若しくはBluetooth

の無線通信技術を使うと、自分の携帯と家庭内のパソコンなど、全て

の電気製品との無線接続ができるでしょう。それで、携帯を持って自

分の部屋に入ると、全ての電気製品が自分を認識し、自動的に電気を

つけたり、好きなCDを再生したりします。あとは、携帯の一台で、無

線のイアー・ピースをつけて、家のどこに行ってもコールをキャッチ

することができますね。そうすると、携帯電話が「電話」からもっと

素晴らしくて新たな21世紀の電気製品になるでしょう。

「なくては生活ができない！携帯電話」
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パソコン講習会（中級）の受講生を募集いたします。

　◆対 象 者　　吉富町在住の20歳以上の方
　　　　　　　（以前受講した方についても申込みできます
　　　　　　　　が、定員を超す場合は初めて受講する方を
　　　　　　　　優先させていただきます。）

　◆講　　座　　中級講座

　◆講座内容　　①ワード中級

　◆開催日時　　６月26日（木）～６月27日（金）
　　　　　　　　午後７時00分～午後10時00分
　　　　　　　　（１日３時間の２日間）

　◆場　　所　　吉富フォーユー会館
　　　　　　　　３階　パソコン教室

　◆定　　員　　20名（先着順とします。）

　◆受 講 料　　無料（ただし、テキスト代として
　　　　　　　　　　　　　200円必要となります。）

　◆講　　師　　講師１名

　◆申し込み　　吉富町教育委員会
　　　　　　　　（吉富フォーユー会館内）
　　　　　　　　申し込み用紙を用意していますので、必要
　　　　　　　　事項をご記入のうえお申し込みください。
　　　　　　　（代理人の場合も可）なお、都合で申し込み
　　　　　　　　に来られない方は、電話受付をいたします。

　◆申し込み受付期間
　　　　　　　　６月５日（木）から６月13日（金）
　　　　　　　　午前８時30分から午後５時まで
　　　　　　　　　　　　（ただし、土日祭日は除く）

　◆問い合わせ　吉富町教育委員会まで　　22‐1944

パソコン講習会の受講生募集

フォーユー会館催し物ご案内
期　日 内　　　容 場所・時間

大ホール（入場料：3,000円）
《昼の部》 開演12：00
《夜の部》 開演18：00
　野口
　　　　　　82‐5529

６月７日（土）

演歌まつり
　ゲスト：伍代　夏子
　　　　　チェウニ
　　　　　上杉香緒里

問

問

大ホール（入場料：500円）
開場13：30 開演14：00
　久富
　　090‐8629‐2044

６月15日（日）
ノリミックスダンス教室
第１回発表会

問

大ホール（入場料：2,000円）
　　※完売しました
開場18：30 開演19：00
　吉富町教育委員会
　　　　　　22‐1944

６月21日（土）
海援隊トーク＆ライブ
　　　　　　　　2003

問

大ホール（入場無料）
開場9：30  開演10：00
　花柳
　　　　　　82‐6350

６月29日（日）
花柳寿覚　日本舞踊
おさらい会

―資格区分の簡素化と酒酔い運転の禁止などの

　　　　　　　遵守事項を創設―

船舶職員法が改正され、

　小型船舶の免許の区分が現在の１級小型～５級小

型（５区分）から１級小型、２級小型、特殊小型（３区分）

に簡素化されます。

　また、モラルやマナーに委ねられていた酒酔い操縦

の禁止、遊泳者などに対する危険操縦の禁止、子供、水

上オートバイについて救命胴衣の着用義務などを新

たに「遵守事項」として法律で定め、これに違反すると

行政処分の対象になるなどの制度改正が行われ、平成

15年６月１日から実施されます。

　なお、この件のお問い合わせは、

　　九州運輸局　海上安全環境部　海技資格課

　　電話093‐332‐8094　FAX 093‐332‐3432

　　　　　　　　　　　　　　　　へお願いします

平成15年６月１日から

小型船舶免許制度が
大きく変わります!
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岡
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。
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付
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２
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・
筑
後
・
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０
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２
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２
０
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９
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６
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９
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日
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〃

新
魚
町
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内

科

〃
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科

６
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６
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６
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６
・
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町

縄

田

内

科

６
・
８
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武
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医

院

〃

中
央
町

田

縁

ク

リ

ニ

ッ

ク

休
日
相
談
医
案
内

　◆受　験　資　格　昭和58年４月２日～昭和61年４月１日
　　　　　　　　　生まれの者

◆試 験 の 程 度　高校卒業程度

◆受　付　期　間　７月１日（火）～７月８日（火）
　　　　　　　　　［郵送…７月８日消印有効］

◆申込書請求先及び提出先
　　　　　　　　　人事院九州事務局
　　　　　　　　　〒812-0013
　　　　　　　　　　福岡市博多区博多駅東２丁目11番１号
　　　　　　　　　　福岡合同庁舎５階
　　　　　　　　　（注）申込書は、福岡国税局及び各税務署にも
　　　　　　　　　　　備え付けている。

◆第１次試験日　９月７日（日）

◆第１次試験地　福岡、久留米、北九州、長崎及び佐世保の各市

◆第１次試験種目　教養試験、適性試験及び作文試験

◆第１次試験合格発表日
　　　　　　　　　10月10日（金）

◆第２次試験日　10月16日（木）～23日（木）までの間の指定　
　　　　　　　　する日
　　　　　　　　　（注）試験日時及び試験場は、第１次試験合格
　　　　　　　　　　　者に通知する。

◆第２次試験種目　人物試験及び身体検査

◆最終合格発表日　11月13日（木）

◆採用予定人員　九州地区で約55名
　　　　　　　　　（注）平成15年５月現在のものであり、変動　
　　　　　　　　　　する場合があります。

◆問い合わせ先　福岡国税局　人事第二課
　　　　　　　　　〒812‐8547
　　　　　　　　　　福岡市博多区博多駅東２丁目11番１号
　　　　　　　　　　福岡合同庁舎
　　　　　　　　　　（　092‐411‐0031　内線2117・2143）
　　　　　　　　　又は最寄りの税務署総務課

平成15年度国家公務員採用
Ⅲ種試験（税務）の概要

私たちの生活をおびやかす
不法電波を追放しよう

電波利用保護旬間電波利用保護旬間電波利用保護旬間
!

6月1日から10日まで
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　重症急性呼吸器症候群（SARS）は、中国広東省や香港での発生から世界二十数カ国で広がりをみせて

いる呼吸器疾患です。

○38度以上の急な発熱　　　○咳、呼吸困難

などの症状があり、発症前10日以内に、重症急性呼吸器症候群の伝播確認地域（※下記参照）に旅行した

方で、この重症急性呼吸器症候群（SARS）について、気になることがありましたら、京築保健福祉環境

事務所（　0930-23-2690）もしくは同築上支所（　0979-82-3308）までご相談ください。

※WHOが５月５日現在、最近の地域内伝播確認が疑われる地域としているのは、トロント、ウランバート

ル、シンガポール、北京、広東省、山西省、内モンゴル自治区、天津、香港特別行政区、台湾

注）なお、伝播確認地域はWHOにより随時更新されているので、国立感染症研究所のホームページ

　（http://idsc.nih.go.jp/others/urgent/update.html）で確認してください。

・ 現時点では、日本国内でのSARS患者の発生は確認されておりません。

・ 症状がないときには、特に心配する必要はありません。

・ 海外の報告によると、SARSと診断された患者さんでも80～90％の方は自然治癒しています。

問い合わせ先

　福岡県保健福祉部健康対策課結核感染症係　　０９２‐６４３‐３２６８

※このご案内は平成15年５月７日現在の情報を元に作成しています。

県民の皆様へ県民の皆様へ県民の皆様へ
重症急性呼吸器症候群（SARS）についてのお知らせ

感染地域からの入国者の方へ

SARSの潜伏期間は10日間といわれています。この間は、念のため、以下のような対応を
してください。

（1）人に会うのは最小限にして下さい。また、濃厚な接触はできるだけさけて下さい。

（2）外出時はマスクをできるだけ着用して下さい。

（3）発熱、咳、呼吸困難の症状が１つでもでたら、保健所に連絡して下さい。
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梅
林
壽
美
子

業
海
苦
沙
婆
の
題
簽
に
し
て
賜
り
し

観
音
画
一
幅
そ
の
あ
た
た
か
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

六
十
九
年
生
き
こ
し
疲
れ
癒
や
す
が

に
流
感
の
熱
に
ひ
た
す
ら
眠
る

卜
仙
の
郷
の
一
会
や
著
莪
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
家
ト
シ
子

白
牡
丹
咲
き
て
一
人
の
く
ら
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
輝
代

天
と
地
の
恵
を
受
け
て
杜
鵑
花
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
猫
田
加
代
子

入
梅
の
近
し
や
風
に
肌
湿
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
収

タ
ン
ポ
ポ
や
小
学
校
の
学
習
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
千
代
子

衰
え
る
こ
と
も
輪
廻
や
竹
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
谷
　
清
子

廃
屋
に
か
ら
み
し
藤
も
今
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
石
キ
ヌ
ヱ

孫
の
足
追
い
か
け
ま
わ
す
初
夏
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
ハ
ナ
ヱ

笹
鳴
き
や
箭
山
に
三
声
そ
れ
っ
き
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
美
津
子

投
薬
の
一
つ
増
え
た
り
花
の
冷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
頭
ミ
キ
子

着
流
し
の
書
家
飄
々
と
花
見
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
く
み
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
典
男

祝
日
に
行
け
ど
も
日
の
丸
二
軒
の
み

酒
も
良
し
歌
ま
た
楽
し
誕
生
会

あ
あ
無
情
人
の
心
は
読
み
難
し

連
休
で
パ
パ
も
財
布
も
や
せ
細
り

小
判
で
も
衡
え
て
こ
い
と
猫
を
な
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

立
候
補
ポ
ス
タ
ー
の
顔
み
な
優
し

こ
れ
ま
で
に
何
度
握
手
を
し
た
だ
ろ
う

甘
い
物
取
り
す
ぎ
検
査
あ
と
に
す
る

花
咲
け
ば
き
っ
と
い
い
こ
と
あ
る
だ

ろ
う

願
い
ご
と
多
す
ぎ
神
も
知
ら
ん
顔

と
　
き

な

ご
う 

か
い

く
　
し
ゃ 

ば

し
ゃ 

がさ
　
つ
　
き

だ
い 

せ
ん

り
ん  

ね

ひ
ょ
う

が
た

く
わ

吉

富

文

芸

吉

富

文

芸

吉

富

文

芸

短
　
歌

川
　
柳

俳
　
句
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〔
お
誕
生
お
め
で
と
う
〕

　
園
　
　
　
剛

　
　
　
は
づ
き
ち
ゃ
ん
（
広
津

下
）

　
大
下
　
　
力

　
　
　
千
奈
美
ち
ゃ
ん
（
高
　
　
浜
）

　
保
科
　
智
史

　
　
　
　
太
寿
ち
ゃ
ん
（
広
津

上
）

　
戸
成
　
正
憲

　
　
　
　
一
翔
ち
ゃ
ん
（
鈴
　
　
熊
）

　
村
上
　
達
也

　
　
　
　
光
汰
ち
ゃ
ん
（
昭
　
　
和
）

〔
ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
〕

　
湯
浅
フ
ジ
ヱ
様
　
　
歳
（
今
　
吉
）

　
山
下
　
清
數
様
　
　
歳
（
喜
連
島
下

）

　
山
本
フ
ジ
ヱ
様
　
　
歳
（
小
犬
丸
下

）

〔
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

　
萩
　
　
民
子
様
　
（
高
　
　
浜
）

　
山
下
イ
ト
コ
様
　
（
喜
連
島
下
）

　
湯
浅
　
修
二
様
　
（
和
井

田
）

　
山
本
　
敏
春
様
　
（
小
犬
丸
下
）

　
高
原
　
勝
代
様
　
（
直
　
　
江
）

〔
吉
富
町
寿
会
連
合
会
へ
〕

　
山
本
　
敏
春
様
　
（
小
犬
丸
下
）

　
高
原
　
勝
代
様
　
（
直
　
　
江
）

〔
吉
富
町
へ
〕

　
高
原
　
勝
代
様
　
（
直
　
　
江
）

〔
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

　
よ
し
と
み
・
ワ
ッ
シ
ョ
イ
・
春
ま

　
つ
り
実
行
委
員
会
様

　
　
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
鍋
収
益
金
）

　
吉
富
町
商
工
会
青
年
部
様

　
　
　
　
　
　
（
バ
ザ
ー
収
益
金
）

　
豊
築
プ
ロ
パ
ン
部
会
青
年
部
様

　
　
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
収
益
金
）

〔
吉
富
小
学
校
へ
〕

　
小
林
　
正
文
様
　
（
大
平
村
）

　
　
　
　
　
集
会
用
テ
ン
ト
一
張

　
　
　
（
５
月
　
日
受
付
分
ま
で
）

慶
　
　
　
弔

寄

附

お

礼

香
典
返
し
お
礼

寄

贈

お

礼

ち
　 

な
　 

み

た
い
じ
ゅ

か
ず 

と

こ
う 

た

85

14

7095

　吉富町の皆さん、こんにちは！私たちは“吉富キッズ編集局”です。

　私たち“吉富キッズ編集局”は、キッズ４人、ジュニア・リーダー３人の合計７人と少ないです

が、町内の子どもたちの色々な行事を取材し、毎月「広報よしとみ」で紹介します。

　力の限りがんばりますので、よろしくお願いします。

い
つ
も
元
気
な
編
集
局
員
の
４
人
で
す

▼

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の

み
な
さ
ん
で
す

▼

あいっち（４年生）：バトンが得意な女の子!

　ＫＡＩ（５年生）：イラストが大好きな女の子!

　　レイ（５年生）：お笑い系、サッカー少年？

　なっち（６年生）：いつも元気な女の子!

《編集局員紹介》

　こんにちは。ジュニア・リーダーです。

私たちは、吉富キッズ編集局のみんなと一緒

に小学校や町のことについて取材したりします。

編集局のみんなを、うまくサポートできるよ

うに頑張っていきたいです。

　よろしくお願いいたします。



　

再生紙100％

1歳のお誕生日おめでとう!
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
便
り

中
家
　
鈴
葉
ち
ゃ
ん
　
女

（
H
　
年
６
月
５
日
生
　
今
吉
）

１４

藤
中
　
優
衣
ち
ゃ
ん
　
女

（
H
　
年
６
月
９
日
生
　
今
吉
）

１４

増
田
　
涼
哉
ち
ゃ
ん
　
男

（
H
　
年
６
月
６
日
生
　
幸
子
上
）

１４

平
山
　
太
智
ち
ゃ
ん
　
男

（
H
　
年
６
月
９
日
生
　
界
木
）

１４

諌
山
　
瑞
紀
ち
ゃ
ん
　
女

（
H
　
年
６
月
　
日
生
　
広
津
上
）

１４

１５

み
ず

し
ゅ
ん
す
け

き

た
い

ち

す
ず

り
ょ
う
や

ゆ
　
い は

Happy Birthday

恒
成
　
駿
介
ち
ゃ
ん
　
男

（
H
　
年
６
月
　
日
生
　
今
吉
）

１４

１８

谷
口
　
風
芽
ち
ゃ
ん
　
男

（
H
　
年
６
月
　
日
生
　
今
吉
）

１４

２１

ふ
う

ひ
び
き

が

山
本
　
　
響
ち
ゃ
ん
　
男

（
H
　
年
６
月
　
日
生
　
小
犬
丸
上
）

１４
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今
月
の
健
康
案
内

6/6
健
康
相
談

１０
時
～
１２
時
◎
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

金

6/13
健
康
相
談

１０
時
～
１２
時
◎
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

金

6/20
健
康
相
談

１０
時
～
１２
時
◎
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

金

6/23
介
護
家
族
健
康
相
談

１０
時
～
１２
時
◎
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

月

6/24
乳
児
相
談
（
４
ヵ
月
・
７
ヵ
月
児
）

１３
時
３０
分
～
１４
時
３０
分

◎
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

火

6/25
健
康
相
談

１３
時
３０
分
～
１４
時
３０
分

◎
幸
子
上
公
民
館

水

6/26
機
能
訓
練
教
室

９
時
３０
分
～
１３
時

◎
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

木

6/27
健
康
相
談

１０
時
～
１２
時
◎
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

金

6/27
健
康
相
談

１３
時
３０
分
～
１４
時
３０
分

◎
幸
子
古
公
民
館

金

予
防
接
種
日
程
表

6月唐原内科クリニック

�２２-０７８２

東病院

�２２-２２１９

佐本外科・整形外科医院

�２５-２２２５

中山内科医院

�２３-５６２３

日本脳炎   ９（月）・１０
（火）

１０（火）・１１（水）
１３（金）

  ９（月）・１０
（火）

  ９（月）・１０（火）
１１（水）・１３（金）

麻しん
２３（月）・２４（火）
２５（水）・２７（金）

２４（火）・２５（水）
２７（金）

２３（月）・２４（火）
２６（木）・２７（金）

２３（月）・２４（火）
２５（水）・２７（金）

実施時間 １３：３０～１５：００
１７：００～１８：００

１４：００～１７：３０ １４：００～１６：００ １５：００～１８：００

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

麻しん（はしか）予防接種のお知らせ

　麻しんは、麻しんウィルスの飛沫感染によって起こる病気で、

伝染力が強く、ほとんどの人が一生のうちに一度はかかる重い

病気です。発熱・せき・鼻水・めやに・発しんを主な症状とします。

主な合併症としては、気管支炎・中耳炎・脳炎などがあります。

　予防接種では、これらの重い合併症はほとんどみられません。

ぜひ予防接種を早期にうけましょう。

該当者：1歳～2歳児（90ヵ月まで可）

※母子手帳・予診票を記入して持参してください。

・日本脳炎 もれ日…7月１１日（金）町内各病医院　・麻しん もれ日…7月１８日（金）町内各病医院
上記時間で実施します。


